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赤ちゃんの成長と顔

　中央大学の文学部で心理学を担当しており

ます山口です。赤ちゃんの研究をしています。

本日は、「顔を見る心、その発達」と題し、赤ちゃ

んがどのように成長し、大人と同じように顔を

見るようになっていくのかについて、お話をさ

せていただきたいと思います。身近に赤ちゃんがいらっしゃる方には、

子育てのヒントになる内容も織り交ぜております。

　最初にお見せする顔は、16世紀のイタリアの画家、アルチンボルトが

描いた「庭師」という絵です。庭師が収穫した野菜などを鉢の上に入

れている絵ですが、この絵がおもしろいのは、ひっくり返すと顔が出て

くるところです。

　アルチンボルトという画家は、いろいろなものを使って顔を描いてお

り、ほかにはこんな絵もあります。左側は立派な顔で、真ん中は庭師、

右側は秋の収穫物をもとに描かれた絵です。真ん中の絵をひっくり返

して見た時、私たちはそこに顔を発見することができます。顔を見た時

には、その後ろにある野菜などは、うずもれてしまいます。おもしろいと

思うのは、顔として見ながら、その顔を構成している玉ねぎや桃なども

同時に見ることができる点です。これは、顔を見るうえでの錯視図形と

いいます。人は、こうしたものを何歳頃から見ることができるのでしょう

か。これが本日の最初の話題です。

　本日の２つ目の話題は、「いろいろな角度から見た顔の理解について」

です。私たち大人は当たり前のことのように思っていますが、同じ人で

もその横顔をきちんと認識できるというのは結構難しいのです。「正面

の顔と横顔、どちらも有名人のあの人の顔だな」ということが大人には

わかりますが、赤ちゃんは一体いつ頃からそれがわかるようになるの

でしょうか。

　私たちの顔は、写真のように止まっているのではなく、ふだん人と接

している時には、笑ったり、怒ったり、さまざまな表情を見せています。

こうした表情は、人が顔を覚える時にどういう役割を果たしているの

でしょうか。小さい赤ちゃんは、知らない人の顔をどのようにして覚え

るのでしょうか。また、赤ちゃんに顔を覚えてもらいたい時、どういうふ

うに接したらよいのでしょうか。２つ目の話題では、こうしたことが、少
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しおわかりいただけると思います。

　最後の話題は、視線についてです。これは視線を使った錯視です。

あとで詳しく説明しますが、左側と右側の顔、目は同じなのです。左側

の顔は視線がこちらを向いているように見えますが、右側の顔はこち

らを向いているようには見えません。左右の目玉の位置は同じでも、視

線がこちらを向いているのか、向いていないのかということが、私たち

大人には一瞬にしてわかります。人は、こういうことがいつ頃からわか

るようになるのかといった話を、赤ちゃんの発達を見ながらお話しで

きればと思っております。

正立の顔と逆さまの顔

　それではまず、最初の話題についてお

話しします。これは、アルチンボルトの絵

で「四季〈夏〉」と呼ばれています。部分

的にはいろいろな動植物や果物が入っ

てきていますが、全体では顔に見えます。

これは一体どういうことなのでしょうか？

　この絵を見ている時の脳の活動を調

べた研究があります。私たちは、顔を見

る時に、脳の特別な部分が働くといわ

れております。さきほどの「庭師」の絵を

見る時に正立で見ると、脳は顔を見た時

と同じような活動をします。ところが逆さ

まにした時には、顔を見た時の脳の活動

がなくなるということがわかっております。

　また、これも脳の研究からわかっていることですが、物体失認患者と

いって、脳の特定の部位に損傷が起きて物体だけがわからなくなる患

者がいます。物体失認患者にこの絵を見せますと、「これは顔だね」と

言います。ところが、顔だとはわかるけれども、この絵を楽しめません。

私たちはこの絵を見て、「顔があるけれども、こんなところに玉ねぎがあ

って、それがおかしいよね」と、そういうところで笑うのですね。ところ

が物体失認患者は、顔はわかるけれど、いろいろなところに入っている

玉ねぎとか大根などを見ることはできません。では、この不思議な絵を

赤ちゃんに見せたらどうでしょうか。その実験を行ないました。

　赤ちゃんは、顔を見ることが大好きです。顔らしきものがあると、そち

らのほうを見ます。この絵を顔として見ることができたら、きっと左側の

ほうを好んで見るだろうと考え、逆さまの絵と正立の絵を出して、どち
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　　　　　　　　　　　　　 らを見るかという実験を行ないました。

　　　　　　　　　　　　　 　そうしますと、生後７～８カ月の赤ちゃ

　　　　　　　　　　　　　  んだけが、左側の絵を好んで見ました。

　　　　　　　　　　　　　  縦軸は、上に行けば行くほど、この絵を

　　　　　　　　　　　　　  好んで見たことを意味しています。下の

　　　　　　　　　　　　　  ほうは逆さまの絵を好んだものになりま

　　　　　　　　　　　　　  す。生後５～６カ月の赤ちゃんでは見ない

　　　　　　　　　　　　　　左側の絵を、生後７～８カ月の赤ちゃん

　　　　　　　　　　　　　  は好んで見ているので、絵の中に顔を見

　　　　　　　　　　　　　 ているのではないかということがわかり

　　　　　　　　　　　　　　ます。 

　　　　　　　　　　　　　　顔を見る能力の発達

　　　　　　　　　　　　　  　私たちは顔の実験だけではなく、視力

　　　　　　　　　　　　　  の実験や知覚の実験など、さまざまな実

　　　　　　　　　　　　　  験を行なっています。これまでの研究成

　　　　　　　　　　　　　  果から予想した赤ちゃんの目の前の世

　　　　　　　　　　　　　  界を、ここにシュミレーションしてみます。

たとえば女の人が目の前に立ったとします。生後７～８カ月の赤ちゃん

には、左側のように見えます。右側の写真は、生後３カ月の赤ちゃんから

見た写真をシュミレーションしたものです。 

　小さい赤ちゃんは、視力が弱いです。生まれたばかりの赤ちゃんの視

力は0. 0 2で、生後６カ月で大人と同じぐらいに見えるようにはなるので

すが、それでも視力は0. 2ぐらいしかありません。ところがある研究から、

生まれたばかりで視力が0.0 2しかない赤ちゃんも、顔らしいものを好ん

で見るということがわかっています。生まれたばかりの赤ちゃんは視力

が弱くても、顔を見るのが大好きなのです。 

　私たちが実験を行なっている中央大学は、八王子の郊外にあります。

体育館の中に赤ちゃんの研究室があり、脳の検査や行動の検査などを、

毎日楽しく実験しています。

　研究室で対象にしている赤ちゃんは、生後２～８カ月です。他人の顔

を見て、他人との関係をうまく作れるようになる以前の、すごく小さい赤

ちゃんでも、顔を見る能力があります。生後０～８カ月の間に、ある程度

のところまで顔を見ることができるようになります。身近に赤ちゃんがい

る方は、どのくらいかがわかると思いますが、赤ちゃんに接したことがな

い方のために、赤ちゃんの月齢と身体的特徴について簡単に紹介させ

ていただきます。
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　生まれたばかりの赤ちゃんは、首が据

わっていませんので、抱っこされて、目の

前にボールを提示しております。ボールを

見せていても、そのボールを見ている目

の動きはまだ危うい感じです。それが生

後３カ月になると、足でキックをしてモビ

ールを操作します。自分でモビールを操

作して、見たいものを自分のところに持っ

てきます。つまり、生後０カ月の時は首も

据わらず、自分で何もすることができなかった赤ちゃんが、生後３カ月に

なると、自分で見たいものを目の前に持ってくることができるようになる。

生後５カ月になれば、脳もある程度成長して、顔に対する反応もします。

そして生後８カ月になると、ようやく自分で動き出します。

　写真は、錯視窓です。生後５カ月では錯視窓に手を伸ばすことができ

ませんが、生後８カ月になると、自分に近いと思う場所にしっかりと手を

伸ばすことができるようになります。生後０～８カ月の間の能力の進歩に

は、非常にすごいものがあります。 

　こちらの画面に提示してありますのが、視覚野です。目を見た時に一

番最初に届く脳の部分の発達になります。生後０～８カ月の間に急速な

発達をして、その後はゆっくりと、シナプスの数が減っていきます。研究室

では、急激な発達をする生後０～８カ月の間の赤ちゃんをターゲットとし

て、顔を見る能力や世界を見る能力についての研究をしております。

　顔を見る能力の前に、赤ちゃんについての基本的な知識を皆さまに

持っていただきたいので、もう少しお話しさせていただきます。旧来、赤

ちゃんにとって、お母さんとの関係がとても大切だとされてきました。とこ

ろが最近は赤ちゃんの脳科学も進歩してきまして、顔を見る能力に関し

ても、さまざまなベーシックな知覚能力が統合されることで発達していく

ということがわかってきました。

　特に重要な能力が、動きを見る能力と

形を見る能力です。動きを見る能力が脳

のWhereという経路、形を見る能力が

Whatという経路で処理されます。脳の

別の部分で別々の発達を遂げるといわ

れています。 

　この発達は、とても重要であるといわ

れ、特に最近多く研究されているのが、

発達障害の子供たちに関してです。発達途上に障害を受けて大きくな
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った子供たちは、一般的には「人間関係がうまくいかない」とか、「お母

さんとの関係がうまくいかない」といわれており、「クラスにうまくなじ

めない」「学校にうまくなじめない」といったトラブルが起こります。この

ような子供たちに基礎的なテストをしてみると、できることとできないこ

とが、私たち大人とはちょっとだけ違うことがわかってきました。それが、

動きを見ることと、形を見ることと関わっているのです。

　　　　　　　　　　　　　  　図の左側は形を見るテストで、右側は

　　　　　　　　　　　　　  動きを見るテストです。左側は、「時計の

　　　　　　　　　　　　　  中に左側と同じ三角形を探してください」

　　　　　　　　　　　　　  という課題です。私たち大人の場合は、

　　　　　　　　　　　　　 「三角形はどれか」と探していき、「一番

　　　　　　　　　　　　　  下のここにあります」と気づくことができ

　　　　　　　　　　　　　  ます。右側は、「このドットが右側に動い

　　　　　　　　　　　 　 　ているか、左側に動いているかを判断し

　　　　　　　　　　　　　  てください」という課題です。バラバラの

方向に動くドットがたくさん混じっているのですが、私たち大人には、少

ない数のドットの動きから「右側に動いている」ということがわかると思

います。

　社会的能力が低いとされている子供は、実は左側の課題は非常にう

まくできます。うまくできるどころか、同い年の子供と比べても非常に早

く三角形を探すことができます。ところが右側の課題は全然できない

のです。動きを見ることができないということは、さまざまな発達障害の

例でいわれており、知覚発達の面でも重要視されています。

　知覚発達について、生後８カ月より前の赤ちゃんの世界を見ていただ

きます。赤ちゃんにとって、動きを見ることはとても重要です。小さい赤ち

ゃんでも、動きは見ることができます。これは、生後２カ月の赤ちゃんに

見てもらって、「わかっているな」と確認できた実験結果です。

　赤ちゃんというのは視力が弱いですから、視力が弱くても見やすいよ

　　　　　　　　　　　　　  うに、前進したり後退したりする風景の

　　　　　　　　　　　　　  流れを左側のようなドットで見せてあげ

　　　　　　　　　　　　　  ます。目の前に近づいていく、あるいは中

　　　　　　　　　　　　　  心から周辺へと広がっていく景色の流

　　　　　　　　　　　　　  れに、生後２カ月ぐらいの赤ちゃんでもと

　　　　　　　　　　　　　  ても敏感だということがわかりました。

　　　　　　　　　　　　　  ところが、形の一種である顔を見るた

　　　　　　　　　　　　　  めには、発達に関係するステップがあり

　　　　　　　　　　　　　 ます。
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　生後３カ月の赤ちゃんに、３つの図を

見せます。左側の図は主観的輪郭とい

われる図で、真ん中に四角形が見えると

思います。真ん中の図は、丸の後ろに四

角がある図です。右側は、ある女の人の

顔です。生後３カ月の赤ちゃんは、図が

止まっていると右の顔の人を覚えてくれ

ないですし、丸の後ろにある四角形にも

気づいてくれません。主観的輪郭の四角

形も見えにくいのです。ところが図を動かしてあげると、どんな顔かを覚

えてくれますし、丸の後ろの四角形もわかります。主観的輪郭の四角形

もはっきり見えます。動かすということは、赤ちゃんにとって大切なこと

なのです。この頃の赤ちゃんは、隠れたものは欠けたままの世界としてと

らえていますが、何かが動いていると、その後ろの世界にも気づくこと

ができます。

　それが生後５カ月頃になると、図が止まっていても、後ろにあるものを

理解できるようになります。そして生後７カ月頃になると、空間との関係

も理解できるようになっていきます。

　さて、ここで話を顔に戻します。すべて

の月齢の赤ちゃんにとって一番魅力的

なものは、顔ですね。これが実験を行な

っているビデオです。赤ちゃんの目の前

のモニターに、上の女の人の顔がありま

す。女の人の顔が流れると、赤ちゃんは

夢中で見ます。すべての月齢の赤ちゃん

がそうです。

　生後３カ月、生後８カ月と書いてある赤ちゃんですが、これは同じ赤ち

ゃんの生後３カ月と８カ月の時です。３カ月と８カ月では体格が全然違い

ますし、８カ月になると顔付きもしっかりしてきます。

　体格とか顔付きだけではなく、赤ちゃ

んが顔を見ている様子をよく見てくださ

い。生後３カ月の赤ちゃんは、顔をずっと

見ています。顔から、視線を離すことが

できません。これが生後３カ月の赤ちゃ

んの特徴です。笑って喜んで見ているの

ですが、本当は、視線を離したいけれど

も離せないのです。つまり、すごく好きな

ものがあると夢中で見てしまって、誰にも止められない。自分にも止め



られないという世界です。

　それに比べて生後８カ月の赤ちゃんは、落ち着きがないと思われるか

もしれませんが、自由自在です。最初は顔をじっと見ていますが、４～５秒

見たら、「もういいや」と、横を向いたりします。それでしばらくすると、ま

た顔に戻ってきます。また戻ることがすごく重要で、顔以外のものだっ

たら、一度見て、「もういいや」という時は戻ってきません。ところが顔の

場合は、「下がちょっと気になったな。ここにカメラがあるんだなあ」と、

ほかを見ても、また顔に戻ってきます。落ち着きがないけれども、やはり

顔が好きで、しかも非常に早く顔を覚える処理ができるようになってい

るのではないかと思われます。

　この間、赤ちゃんには一体どんなことが起こっているのでしょうか。

顔については、特に脳の発達を追っていく実験を行なっておりますの

　　　　　　　　　　　　　   で、その話をさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　 　こちらは、赤ちゃんが顔を観察してい

　　　　　　　　　　　　　  る時の脳活動を、近赤外線分光法とい

　　　　　　　　　　　　　  う機械で計測したものです。世界初の研

　　　　　　　　　　　　　  究ということで、20 06年の12月ぐらいか

　　　　　　　　　　　　　  ら、いくつかの誌面でご紹介させていた

　　　　　　　　　　　　　  だきました。

　　　　　　　　　　　　　  　顔を見る時には、顔にだけ反応する特

殊な脳の部位があるといわれています。脳の横のほうの耳の下あたりに

ある紡錘状回と上側頭溝という部位で、ここで顔に関する情報が処理

されると考えられています。最初にお見せしましたアルチンボルトの野菜

顔を見た時も、ここが活動したと考えられています。この部位に損傷を

受けますと、顔だけが見えなくなってしまいます。マイクであるとかヘッ

ドフォンであるとか、顔以外のいろいろなものは見えるけれども、顔だけ

がわからない。それは、自分の顔や自分の奥さんの顔や、大好きだった女

優の顔がわからなくなってしまうという障害です。

　また、大人になると、たくさんの顔を覚えるために、この脳の特殊な部

　　　　　　　　　　　　　  分が使われるようになります。特に右側

　　　　　　　　　　　　　  ですね。側頭部の右側に、顔を見る時に

　　　　　　　　　　　　　  より強く活動する部位があることがわ

　　　　　　　　　　　　　  かっています。赤ちゃんの場合も、顔を見

　　　　　　　　　　　　　  る時にはこの部位が活動するのかを調

　　　　　　　　　　　　　  べる実験を行ないました。

　　　　　　　　　　　　　  　これには、近赤外線分光法という特

　　　　　　　　　　　　　  殊な機械を使っています。近赤外線分光

　　　　　　　　　　　　　  法とは、近赤外線光を頭に照射します。
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照射するといっても、曇りの日に外を歩いている時と同じぐらいの量で

す。この近赤外線光は頭蓋から入り、血液中のヘモグロビンとオキシヘ

モグロビンに吸収されます。そして、残ったものが戻ってきます。その戻

ってきた分量で、血液の中にヘモグロビンとオキシヘモグロビンという

２種類のヘモグロビンがどのくらいあるかを計ることができます。一般

的には、私たちが考えたり、問題を解いたり、トレーニングしたりして脳

を一生懸命動かすと、その脳の部分のヘモグロビンが増加するといわ

れております。

　これは、研究室に来てもらっている赤ちゃんを撮影している時の後ろ

姿です。顔を見る時には、脳の左側と右側の横の部分が活動していま

すので、計測器を使ってヘモグロビンが増加したかどうかを調べていま

す。この計測器を付けた上に赤ちゃん用の特殊な帽子をかぶせて、右

と左の脳の活動を計りました。

　何を見ている時の脳活動を計ったかといいますと、野菜と顔を見てい

る時では、顔を見ている時にだけ特殊に反応する領域が活動している

かどうか。そして、顔を逆さまにした時と正立の時では違うかどうかと

いうことです。

　顔をきちんと認識できる人にとって、正立した顔というのは特別です。

この写真は、倒立顔効果を示すサッチャー錯視というものですが、逆さ

まの顔の時、私たちは顔の印象をうまく受け取ることができません。左

と右のサッチャーさんの顔は、どう違い

ますか？　逆さまの時はよくわからないで

すが、正立にすると一目でわかります。

右側のほうは、すごくグロテスクですね。

このグロテスクさは、正立にするとわかり

ますが、逆さまにすると全然わからなくな

ります。

　「この人は誰、この人は誰」と、顔をたく

さん区別できるような大人の場合、逆さまにされると認識が困難になり

ます。これは、顔が特別だからです。ですから、果物を使ったサッチャー顔

錯視ということは、なかなかできません。

　正立の顔を見せると、赤ちゃんでも活

動が高まるのかという実験を行ないまし

た。野菜を５つと、同じ女の人の正立の

顔と逆さまの顔を用意します。赤ちゃん

に、最初は野菜を見てもらって、実験に

慣れたところで顔を５秒間しっかり見て

もらいます。そして、しっかり見てもらっ
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た時の脳の活動を計ります。顔をしっかり見たあとで、ちょっと疲れた

だろうという頃に、野菜に戻ります。野菜は10秒以上です。「ちゃんとみ

てくれるかな」「疲れていないかな」ということを確認してから、また顔

を見せます。今度は逆さまの顔です。

　ちょっとかわいそうですが、これを何度も何度も繰り返します。脳の

計測をするためには５～６回、うまくいけば10回ぐらい繰り返します。

赤ちゃんが見なくなるまで、頑張って見てもらった時の活動の結果が

　　　　　　　　　　　　　  このグラフです。点線から点線の５秒間

　　　　　　　　　　　　　  に顔を見せています。上のグラフは正立

　　　　　　　　　　　　　  の顔、下のグラフは逆さまの顔です。縦軸

　　　　　　　　　　　　　  はヘモグロビンの量を表わしています。

　　　　　　　　　　　　　  ヘモグロビンは、顔を見せられると、じわ

　　　　　　　　　　　　　  じわーっと上昇していきます。血流は、変

　　　　　　　　　　　　　  化するのにちょっと時間がかかるので

　　　　　　　　　　　　　  す。顔を見せられて、うんと頑張った最

後のあたりで活動が高まるようになっています。 

　グラフの左側が左の脳、右側が右の脳になります。ここに丸をつけて

ありますが、左の脳と比べますと、右の脳の活動のほうがすごく高まっ

ています。顔を逆さまにすると、サッチャー錯視と同じで、赤ちゃんもなん

だかよくわからなくなってくるのでしょう。活動はあまり伸びません。そ

れが正立だと、しっかり活動します。特に右側の活動がグーンと高まり

ます。

　「顔を見ているなあ」という時に活動する脳の部分は、生後５～８カ月

の赤ちゃんでも、しっかり活動していることがわかります。脳のどの部分

の活動が一番高まっているのかというと、耳の下あたりです。赤丸が多

　　　　　　　　　　　　　  くなっていますので、一生懸命活動して

　　　　　　　　　　　　　  います。右側が、一生懸命活動している

　　　　　　　　　　　　　  ことがわかると思います。一方、顔を逆

　　　　　　　　　　　　　  さまにしますと、青丸が増えてきます。青

　　　　　　　　　　　　　  丸は、あまり活動していないことを意味

　　　　　　　　　　　　　  しています。

　　　　　　　　　　　　　  　小さな赤ちゃんでも、正立の顔をしっ

　　　　　　　　　　　　　  かり見ていて、大人と同じ部分が同じよ

うに活動します。生後５～８カ月が非常に重要で、子育てを経験してい

らっしゃる方は、ピーンと気づくと思うのですが、人見知りが始まるの

は大体このくらいの時期です。それより前は、誰に抱っこされてもニコ

ニコ笑ってくれるのですが、生後８カ月ぐらいになると、知らない人だ

と凍りつくような感じになって、泣き出してしまいます。その時、赤ちゃ



18

んには、「これは知らない人かもしれない」ということが理解できてい

るのかと思われます。

　脳の発達過程を探るために、生後２カ月から３カ月の赤ちゃんを対象

として、お母さんの顔を見分ける実験が行なわれています。黒幕からお

母さんの顔をヒュッと出して、「服装では

なく、顔だけでお母さんの顔を見分ける」

という実験ですが、ちゃんと見分けられ

るというデータが、イギリスの生後２カ月

の赤ちゃんで取れました。

　こちらはイタリアの実験ですが、生まれ

てすぐの赤ちゃんに上の図を見せると、

顔らしいものは、じっと見てくれます。つ

まり、生後10時間ぐらい、早い場合では

２時間ぐらいでも、ちゃんと見てくれるということがわかりました。しかし

この時期では、本当に脳が活動しているかどうかはわからない状況

だと思います。

　また、小さい赤ちゃんに見せている顔や図をよく見てください。全部

がこちらを向いている顔で、横向きや斜めの顔はありません。横向きの

顔は、ちょっと難しいのではないかと思い、過去の研究を調べてみまし

たところ、1976年にこのような実験が行なわれていました。

　赤ちゃんの目の前に、正面を向いたお

姉さんの顔を何度も提示して、学習をし

てもらいます。そのあとで横向きの２つ

のお姉さんの顔を見せて、「どちらが違

うお姉さんですか？」というテストをした

ところ、生後７カ月になると、「こちらが違

うお姉さん」ということがわかりました。

微妙なところですが、生後５カ月や６カ月

の赤ちゃんでは無理なのです。

　私たちも次のような実験をしました。

顔をくるくる動かして、お姉さんの顔を覚

えてもらいます。左側は左から右に動い

ていて、右側はあちらを向いたりこちらを

向いたりしています。これを見せて、「こ

のお姉さんの顔を覚えましたか？」とい

うテストを行ないました。横顔だと難し

いので、斜めの顔にしています。

　うまく結果が出たのが、生後６～８カ月の赤ちゃんです。高月齢の赤
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ちゃんで、顔がきれいに回転した時だけ、うまく記憶することができま

した。生後６～８カ月くらいにならないと、横顔や斜めの顔を記憶する

ことは難しいようです。

　これは、ヒューマンブレインマッピングという雑誌に掲載されている

データなのですが、５カ月と８カ月の赤ちゃんを用いた実験です。さき

ほどと同じ機械を使って、まず野菜を見せます。次に正面顔を見せて、

また野菜を見せて、横顔を見せます。この時も赤ちゃんの根気が続い

てくれるまで何度も何度も見てもらって、脳の活動を計りました。結果

がこちらにあります。まずは小さい赤ちゃんからです。

　　　　　　　　　　　　　  　さきほどと比べると、グラフがあまりき

　　　　　　　　　　　　　  れいに動いていませんが、点線と点線

　　　　　　　　　　　　　  の間の０秒から５秒の間に顔を見せて

　　　　　　　　　　　　　  います。顔を見せてあげると、右側がち

　　　　　　　　　　　　　  ょっと弱いですが、活動がじわじわと

　　　　　　　　　　　　　  高まっています。上は、生後５カ月の赤ち

　　　　　　　　　　　　　  ゃんが正面を見ている時で、下の横顔

　　　　　　　　　　　　　  を見ている時はあまり活動しません。

　　　　　　　　　　　　　  　生後８カ月の赤ちゃんの脳を見てみ

　　　　　　　　　　　　　  ました。上が正面顔を見ている時で、下

　　　　　　　　　　　　　  は横顔です。顔を見ている時は、右側の

　　　　　　　　　　　　　  脳に特に活動してもらいたいのですが、

　　　　　　　　　　　　　  正面顔を見ている時は０秒から５秒の

　　　　　　　　　　　　　  間、活動しています。横顔の時は、正面顔

　　　　　　　　　　　　　  よりもすごい勢いで活動しています。生

　　　　　　　　　　　　　  後８カ月の赤ちゃんは、正面顔も横顔も、

　　　　　　　　　　　　　  きちんと顔を見る脳の部分が活動して

　　　　　　　　　　　　　  活動してくれますが、生後５カ月の赤ち

　　　　　　　　　　　　　  ゃんは、正面顔だけでした。

            　　　　　　　　　  　小さい赤ちゃんは、こっちを向いてい

　　　　　　　　　　　　　  る顔だけを顔として認識するようです。

　　　　　　　　　　　　　  そして、人見知りになる生後８カ月頃の

　　　　　　　　　　　　　  赤ちゃんは、横顔も正面顔も、「これは顔

　　　　　　　　　　　　　  なんだな」と、わかるようになります。

　ですから、赤ちゃんに自分の顔を覚えてもらいたい時には、赤ちゃん

と目と目を合わせて、しっかり前を向いてあげてください。横顔はとても

難しく、人見知りが始まる頃にならないと、なかなか覚えてくれません。

　３～５カ月の赤ちゃんを対象にした、顔を覚える時の話をします。忙

しいお父さんやおじいさんが、子供や孫に自分の顔を覚えてもらいた
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い時、どうしたらいいのか。そのヒントになればと思います。 

　さきほど、「生後３カ月頃の赤ちゃんは、丸の後ろに四角形のある主

観的輪郭といわれる図を見せた時、止まったままでは四角形に気づか

ないけれど、動かしてあげると気がつく」ということをお話ししました。

動かすことによって、物を見る能力が促進されるのです。

　顔でも同じようなことがあるだろうという研究を行ないましたので、

その話をさせていただきます。これは顔

の模式図形です。イラストで描いた図形

で、普通の顔と変な顔を並べて見せます。

新生児も含めた小さい赤ちゃんは、普通

の顔のほうを好んで見ました。

　それが生後５～７カ月になると、イラスト

では単純すぎて、「どちらの顔も、なんだ

か顔らしくないなあ」と、なってしまいます。

ところがアニメーションをつけてにっこり笑ったりすると、「こっちの顔の

ほうが顔らしいなあ」というふうに普通の顔の方を見てくれます。子供

は動きが大好きなのです。動きは魅力的なので、何かを赤ちゃんに覚

えてもらいたい時は、動かすというのはすごくいい方法です。 

　表情の区別をしてもらいたい時、ホログラムを使った実験も行なわ

れています。小さい赤ちゃんは、止まっているポーズの区別はつかない

のですが、動かすと、「ウィンクとキスのポーズは違う」ということを理解

してくれます。

　では、記憶はどうでしょうか。動きは赤ちゃんの学習を促進するでしょ

うか。これはコンピューターを使った動画のアニメーションですが、止ま

っている時と動画付きの時では、赤ちゃんの学習は違うのでしょうか。

　この比較の実験では、15秒間で２回、顔を見せて学習をしてもらって

から、「このお姉さんはどちらでしたか？」というテストを、顔を動かした

ときと静止した時で行ないました。テストの結果は、左側が動かして学

習した時、右側が止まって学習した時です。赤ちゃんは、ほとんど30秒

間、ちゃんと顔を見て、学習してくれました。学習したあとの、「この人は

どちらですか？」というテストの成績は、上に行くほど良くなります。動画

の時の成績は良かったのですが、静止画の時の成績はダメでした。「こ

の人はどちらか？」ということを記憶できなかったということになります。

つまり、30秒で一生懸命見せた場合、動画は成功しましたが、静止画は

失敗しました。

　静止画で赤ちゃんに顔を覚えてもらうには、30秒は短いのでしょうか。

何秒だったら覚えてくれるのかを調べるための実験を行ないました。

実験では、静止画で見せる時間を90秒にしました。赤ちゃんは、ちゃん
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　　　　　　　　　　　　　  と顔を見てくれて、その結果、今度は顔

　　　　　　　　　　　　　  を覚えてくれました。30秒から9 0秒。３

　　　　　　　　　　　　　  倍の時間、顔を見せると、赤ちゃんは顔

　　　　　　　　　　　　　  を記憶することができます。

　　　　　　　　　　　   　　  見知らぬ人の顔を記憶するのに、動画

　　　　　　　　　　　　　  は30秒、静止画は90秒の時間がかかり

　　　　　　　　　　　　　  ます。つまり、動かすということで、顔を記

　　　　　　　　　　　　　  憶することに促進効果があるのです。

短い間に赤ちゃんに顔を覚えてもらいたい時は、動かしてあげれば３

分の１の時間で覚えてもらうことができました。

　ところで、本当に動きが重要なのでしょうか。今回の実験では、動き

に33フレームのアニメーションをつけて、止まっている顔は、たった１フ

レームの顔を見せているだけです。それでは、動いている顔には情報

量が33倍あるのではないかと思う人もあると思います。そこで、たくさん

の顔を33枚見せればいいのでないかということで、ちょっと変なアニメ

　　　　　　　　　　　　　  ーションを作りました。

　　　　　　　　　　　　  　　ストップモーションコンディションとい

　　　　　　　　　　　　　  うことで、左右とも同じ33フレームです

　　　　　　　　　　　　　  が、左側が普通に動き、右側はバラバ

　　　　　　　　　　　　　  ラに流しています。ある時は目を閉じ、あ

　　　　　　　　　　　　　  る時は開きます。左右が同じフレームな

　　　　　　　　　　　　　  のですが、大人が見ると左側は明らか

　　　　　　　　　　　　　  に動いていて、右側は動いているかど

うかわからない。これら２種類のアニメーションを用いて、赤ちゃんに

学習してもらう実験をしました。そして動画の時と同じように15秒間

を２回、つまり30秒間見せます。30秒見せたあとで、「この女の人の顔

をちゃんと区別できたかな？　記憶できたかな？」という再認のテストを

します。

　大人の目からすると、時々動く変な映像なので、映像としてのおもし

ろさはないのですが、赤ちゃんは、ストップモーションもよく見るので

すね。ムービングがおもしろいのでしょうか。学習の時は、結構見てい

ます。もしかするとストップモーションでも人の顔はわかるのかなと思

いましたが、結果はダメでした。右側がストップモーションで、左側が

動いている時の結果です。きちんと動かさないと、赤ちゃんは顔を記

憶してくれません。ストップモーションにすると、記憶が成立しないとい

うことがわかりました。赤ちゃんにとって、動きというのはとても重要で

す。動かすことによって、顔を記憶してくれるのです。しかも、静止画の

時の３倍のスピードで記憶します。
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視線で顔を認識する

　では、最後の話題になります。視線の

錯視図形です。これは古い錯視図形で

すが、ワラストンという人が作ったもので

す。左と右では視線の向きが違うのがわ

かります。しかし、目から下の部分を隠し

て見ると、目は同じなのです。目は同じで

も、このような輪郭をつけると、左側はこ

ちらを向いていて、右側はあちらを向い

ているように見えます。

　赤ちゃんは、こうした視線の見方がいつ頃からできるようになるのか

を調べてみたいと思いました。ところで、このような視線を理解できるこ

とにどのような意味があるのかと思われるかもしれません。それは、顔

を見る時に顔を全体で処理することは、非常に重要だからです。それを

示した実験の例を１つ紹介します。

　これは、シュワルツァーというドイツの

心理学者が行なった赤ちゃんの発達

実験です。左側の女性の顔と男性の顔

を赤ちゃんに覚えてもらいます。学習し

たあとで、「この顔は、さっきの顔と同じ

かな？」という実験をしました。テスト顔

は、女性の顔の中に男性の目を入れたも

のと男性の口を入れたものになります。

私たち大人の場合、日本人の顔でないと覚えにくいのですが、少なくと

も、「この顔とこの顔は違う顔だな」ということはわかります。そしてこ

れは、顔を見ることにおいて非常に重要なことです。

　このお話の最初の方に、発達障害のある子供とない子供では、顔の

見方が違うということをお話ししました。発達障害のある子供だと、目

だけを覚えたり、鼻だけを覚えたり、口だけを覚えたりするので、それ

がどこに入れ替えてあっても、「それはさっき見た口だよ」と言います。

でも、それは顔ではありません。

　顔というのは、この輪郭の中にこの口があるから初めて顔なのであ

って、「この口はさっき見たから、見た顔」「この目はさっき見たから、

見た顔」というのでは、成り立ちません。目や口が、さっき見た顔全体

の中にちゃんとあるということが重要で、それが顔を見ることの１つの

キーポイントなのです。

　赤ちゃんは、生後８カ月頃になれば、「この顔はさっきと違う顔」とい

うことが区別できるようになります。つまり、顔を「口だけ」「目だけ」「鼻
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だけ」と覚えるのではなくて、「この輪郭の中にある、この目とこの鼻とこ

の口の、全体でこの人の顔」と覚えているのです。

　実は、この視線の図にも似たようなところがあります。視線の方向を

見るために、私たちは大雑把に視線の方向が同じか違うかをまず見

ます。大人だったら、「これと違う顔は、どちらですか？」と言われたら、

 この顔は、視線が向こうに向いているから、さっきと違う顔はこちらの

顔」と判断できると思います。それは、視線の方向を顔全体の中で処理

して、顔との関係がわかっているからです。ところが、実はこの実験で

は、目だけで見ると、違っているのは右側になります。目で違うのは右側

で、視線で違うのは左側という、矛盾した例を出して、「どちらがさっき

の顔と違うでしょうか？」ということを調べようとした実験です。

　生後８カ月ぐらいでこういったものが見えるようになるのではないか

と思い、月齢の高い赤ちゃんを対象に実験を行ないました。顔を視線

の方向で区別できるのか、それとも目立ちやすい目で比べてしまうか

ということを調べようと思ったのです。

　　　　　　　　　　　　  　　その結果がこちらになります。グラフ

　　　　　　　　　　　　　  が上に行けば行くほど、視線の違いを

　　　　　　　　　　　　　  見ています。グラフが下に行けば、目の

　　　　　　　　　　　　　  違いで判断しています。どの赤ちゃんも、

　　　　　　　　　　　　　  目の違う顔を「違う」と判断せずに、視線

　　　　　　　　　　　　　  が違う顔を「違う」と判断していました。

　　　　　　　　　　　　　  特に、月齢の高い赤ちゃんでは、目では

　　　　　　　　　　　　　  なく、視線で顔を見ています。

　　　　　　　　　　　　　  　これを逆さまにしたらどうかというの

が、次の実験です。逆さまにすると、目で見てしまうのですね。逆さまにし

た場合は、大人でも視線がわからなくなってしまいます。赤ちゃんも同じ

ようになります。

　本日は、データベースの中からいろいろな最新の結果をお話しさせて

いただきました。発達実験の順番から整理していきましょう。生後３～５

カ月ぐらいの赤ちゃんでわかったことは、動いた顔の学習は止まった顔

よりも３倍早い。人見知りの始まる前ぐらいの赤ちゃんに自分の顔を覚

えてもらいたい場合には、動かしたほうがいいのです。これは大人にもい

えることで、止まった顔より動いた顔のほうが、記憶しやすいからです。

　横顔を記憶するのは難しい。私たち大人も、初対面の人の顔を横顔

で覚えるのはすごく難しいと思います。赤ちゃんも、正面で見た顔は、顔

として脳が処理してくれますが、横顔を顔として処理するのは、月齢が

高くならないとできません。小さい赤ちゃんの時は、正面の顔で見てあ

「
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げてください。そして、私たち大人も、初対面の人に会った場合は、正面

で顔を見せることがとても重要だということがわかったと思います。

　また、顔を全体で見るというのは重要なことですが、視線がわかるよ

うになるのは生後７カ月頃からです。この頃は横顔が見えるようになる

重要な時期で、それはおそらく人見知りとも関係しているのではないか

と思います。この頃の赤ちゃんは、野菜で作った顔の図形からも顔を見

ることができます。

　顔を見ることは不思議だということが、赤ちゃんのデータからわかっ

てもらえたかと思います。ホームページに最新の情報をアップしますので、

ご興味のある方は、ぜひ訪問していただけたらと思います。

　どうもありがとうございました。

※動画を含む資料および講演資料の一部を都合により未掲載にして

　おりますことをご了承ください。

山口 真美　（やまぐち まさみ）氏 プロフィール 

中央大学文学部 心理学研究室 教授

19 8 7年、中央大学文学部卒業。お茶の水女子大学大学院人間発達学専攻単位取得

退学。人文科学博士。（株）ＡＴＲ人間情報通信研究所客員研究員、福島大学生涯学習

教育研究センター助教授を経て、現在に至る。

著書には「赤ちゃんは顔をよむ　―視覚と心の発達学」（紀伊國屋書店）、

  赤ちゃんは世界をどう見ているのか」（平凡社新書）、

  視覚世界の謎に迫る―脳と視覚の実験心理学」（講談社ブルーバックス）等多数。
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